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投稿規定

ScienceJoumalofKanagawaUniversity

1 編集方針

ScienceJournalofKanagawaUniversityは､

神奈川大学総合理学研究所の事業および研究

の成果を公表する科学誌であり､事業報告､公

募研究の成果報告論文､情報科学､化学､生物

学その他理学全般にわたる所員による一般研

究論文､所員が所外の研究者と行なった共同研

究に関する論文等を掲載する｡投稿者は原則と

して神奈川大学総合理学研究所所員であるが､

編集委員会の承認により所員以外の投稿論文

も掲載する｡論文の共著者については特に規定

しない｡

2 掲載論文の種類

研究論文は､総説 (Review)､原著 (Full-length

Paper/Note)､および報告書(Report)とする｡

原著には短報 (Note)を含み､報告書は原著に

準ずる｡

上記論文の他に､テクニカルノー ト(Technical

Note)および研究交流報告(ReportofResearch

Commu山cation)を掲載する｡

掲載する論文は和文および英文である｡

3 原稿の体裁 (総説および原著)

総説および原著論文 (短報を含む)の原稿は､

下記要領に従って､そのまま印刷できるように

仕上げる｡なお､報告書､テクニカルノー トお

よび研究交流報告についてはそれぞれ以下の

4､5､6に示すo

(1)貢数

短報は､刷り上がり4頁以内とするが､それ

以外の論文には特に貢制限はない｡但し､編

集委員会により論文が冗長と判断された場合

には頁数は限定される｡

(2)原稿用紙サイズ

A4版の用紙を用いる｡本文および図表の占

める範囲(紙面)は縦横245×170mmとする｡

この場合､余白は､上辺30mm､下辺20mm､

左辺20mm､右辺20mmである｡

(3)段組み

研究課題名､著者名､研究課題名(英語)､著者

名 (英語)､所属 (英語)､Abstract(英文)､

Keywords(英語)は1段組みとする｡但し､

所属､Abstract､Keywordsは紙面内で更に左

右およそ10mmずつの余白を置く｡

研究課題名､著者名､研究課題名 (英語)､著

者名 (英語)は中央揃え､所属(英語)､Abstract

(英文)､Ⅹeywords(英語)は左右両端揃え

とする｡

序論､材料と方法､結果､討論､謝辞､文献

は2段組み､左右両端揃えとする｡

(4)使用文字 (フォントの種類)

基本的に､和文はMS 明朝､英文はCentury

とする｡但し､ 〟などのギリシャ文字や数学

記号などを部分的に異なる字体にすることは

差し支えない｡

図の説明文および表もこれに準ずるが､図中

の文字や記号については特に限定しない｡文

字サイズは下記の各項目で指示する｡

(5)論文構成

研究課題名､著者名､研究課題名 (英語)､著

者名 (英語)､所属 (英語)､Abstract(英文)､

Keywords(英語)､序論､材料と方法､結果､

討論､謝辞､文献 (英語または日本語)の順

とする｡図と表は本文中の適切な位置に挿入

する｡

(6)論文種の表示

第 1頁､第 1行目に左揃えで､前後に■記号

を付して論文種を記入する｡

例えば､■総 説■､■原 著■､■原著 (短

報)■､■報告書■ など､

英文では､■ReviewI､■Full-lengthPaper

■､■Notel､■Report■ など｡

最終的には編集委員が判断して論文種を決定

する｡

文字は､MSゴシックで11P(ポイント)とし､

太字にはしないo

次の研究課題名まで1行あける｡

(7)研究課題名､著者名､所属

本文が和文の場合､研究課題名 (日本語)は

太字 (Bold)で14P(ポイント)､著者名 (日

本語)は太字で 12Pとする｡著者と著者の間

は1文字分のスペースをあける｡

続く､研究課題名 (英語)は13P､著者名 (英



語)は12P､所属 (英語)は9Pとし､これら

は太字にしない｡

本文が英文の場合､研究課題名は太字で14P､

著者名は太字で 12P､所属 (英語)は太字に

せず9Pとする｡

それぞれの間は1行あけを原則とするが､著

者名 (英語)と所属 (英語)の間は行間をあ

けない｡

著者の所属が複数の場合には､各著者名末尾

および対応する所属の先頭に上つき数字 (1､

2､3､など)を付し区別する｡

本文が英文の場合､研究課題および所属は前

置詞､冠詞､接続詞を除き各語の最初の文字

を大文字で記述し､著者名はフルネームで名

姓の順に記述する｡最終著者の前は "and"を

置く｡

次のAbstractまでは1行あける｡

(8)Abstract

要旨は原則的に英文とする｡語数は 250語程

度が適切であるが､特に制限しない｡

見出し (Abstract:)からは1文字あけて要旨

本文を書く｡

文字サイズは､見出し (Abstract･)は太字で

11P､要旨本文は10Pとする｡

(9)Ⅹeywords

要旨に続けて､行間をあけず､Keywortds:の

見出しを置き､1字あけて､5語程度 (英語)

のKeywordsを付す｡

文字は10pを用い､見出し (KeywordS･)は

イタリックで太字とする｡

次の本文との間は1行あける｡

(10)本文

横2段組､各段48行とする｡

1行の文字数は和文 23文字､英文 46文字と

する｡

序論､材料と方法､結果､討論､謝辞の各項

目の見出しは左揃えとする｡

各項目間は1行分のスペースをあける｡

文字サイズは､各項目の見出しは太字で12P､

本文は10Pとする｡

各項目の第 1段落の出だしは左寄せではじめ､

第2段落から出だしを1文字 (英文では2文

字)あけるO

必要なら､各項目内で小見出しを設ける.小

見出しは太字で10Pとするo

項目の見出しと小見出しの間は1行スペース

をあける｡

小見出しの文章の出だしは左寄せとするO
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(ll)文献
文献の項El見出しは左揃えとする｡

文献は本文に引用した順に番号を付し､記載

する｡

番号は片括弧 (閉じ括弧のみ)表示とする｡

本文中では､片括弧つき番号を `̀上つき文字"

とし､該当する部分に必ず記入する｡

文字サイズは､項目の見出しは太字で 12P､

各文献は9Pとする｡

文献が日英混合の場合､和文の文献のアルフ

ァベットと数字には､Centuryのフォントを用

いる｡

以下は記入例である｡

1)FawcettDW andRevelJ-P(1961)The

sarcoplasmicreticulumofafast･acting

fishmuscle. I CellBl'01.10Suppl:
89-109.

2)squireJ(1981)TheStTUCtuLTalBasl'Sof

MuscuJa1･ContTaCt}OD.Plenum Press,
NewYわrk.

3)Su2lukiSandSugi H (1982)Mecha-

nismsofintracellularcalcium transl

location in muscle.In:TheRoleol

Cilcjuma B}olog7'caJSystems,Vu./.

An ghileriLJandnIffet-An ghileriAM,

eds.,CRCPress,BocaRaton,Florida.

pp.201-217.

4)鈴木率直 (1989)電子顕微鏡による生物

試料の元素分析怯.教生% 5 34･44.

5)佐藤賢一,鈴木季直 (1998)生命への7
ブローチ 弘学出版､東京,
6)鈴木季直 (1992)凍結技法,第6章.cE<

わか5富子鰍 節-. 平野 寛.宮樺

七郎監修,朝倉書店,東京.pp.137-148.

7)安穏良隆,鈴木秀穂 (2003)シロイヌナ

ズナを用いた植物の有性生殖研究におけ

る最近の展開 2003,#,%J//*学藤倉暦学

棚 牢#2003.pp.41-80.

(12)秦

本文中の適切な部分に挿入し､紙面内では中

央揃えとする｡

表の上部には必ず番号 (表 1.､Table1, な

ど)とタイ トルを付し､本文との整合を期すD

表のタイ トルは､表の幅にあわせて両端揃え

とする｡

表のスタイルについては特に定めないが､用

いる文字や数字のサイズは本文のそれを超え

ないように配慮する｡
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(13)図

本文中の適切な部分に挿入し､紙面内では中

央揃えとする｡

図には必ず番号 (図 1.､Fig.1. など)を付

し､本文との整合を期し､図の下部に番号と

説明文を加える｡図が細分化されている場合

には､A､B､C- (図 1A,､Fig.1A.など)

をつけて区別する｡

図の説明文は､図の幅にあわせて両端揃えと

する｡

図の説明文に限り､和文でもピリオ ド (.)と

カンマ (,)を用いる (和文の句読点は用いな

い)0

図の番号および説明文の文字サイズは9Pとす

る｡

図はできるだけ分かりやすいものとし､図中

の文字や記号は高さ3-5mm程度にする｡写

真はデジタル化で不明瞭にならないよう､極

度の圧縮は避ける｡

(14)単位

SIunitを用いる｡和文であっても､原則的に､

数値および単位には半角文字を用い､%およ

び℃を除き､数値と単位の間は必ず半角分ス

ペースをあける｡

(15)作製見本

希望者には作製見本を配付する｡

原稿は､作製見本および既に発表されている

本誌の各論文を参照して作製する0

4 原稿の体裁 (報告書)

これに該当するものは､神奈川大学および総合

理学研究所より研究費助成を受けた研究の報

告書である｡

下記要領に従って､原稿はそのまま印刷できる

ように仕上げる｡

個別の助成研究の報告書は原著と同等に扱 う

ので3の規定に準じて原稿を作製する｡

多人数による共同研究のうち､

(1)各研究者が全員原著と同等の論文 (短報

の場合も含めて)を投稿出来る場合は､

それらを原著として扱い､原稿は3の規

定に準じて作製する｡

(2)各研究者が要約を作製し､代表者がそれ

らを一つの報告書としてまとめる場合

は､編集委員会の指示に従ってこれを作

製する｡この場合も､文書のレイアウト､

フォン トの種類とサイズなどの基本的

な原稿作製基準は3の規定と同じであ

る｡

報告書のうち､著者が希望し編集委員会が採

択したもの､あるいは編集委員会が選択し著

者の同意が得られたものは原著または短報

として掲載する｡

5 原稿の体裁 (テクニカルノート)

これに該当するものは､研究技術および研究装

置の紹介記事である｡

研究論文 (原著および報告書)の規定に準じて

原稿を作製する｡

6 原稿の体裁 (研究交流報告)

これに該当するものは､研究交流を目的とした

他大学 ･研究所訪問記､海外研究留学報告､国

内外開催の国際学会参加報告などである｡

本誌､18巻掲載の該当論文を参照し､英文要旨

を省略できることを除いて､研究論文 (原著お

よび報告書)の規定に準じて原稿を作製する｡

7 投稿

明瞭に印刷された図を含むオリジナルの印刷

された原稿 1部とそれがファイルされている

デジタル記録媒体 (FD､MO､CDなど)を編
集委員会 (神奈川大学総合理学研究所)に提出

する｡

論文の課題名が長い場合には､和文で 25字､

英文で50字以内の略題名 (RunningTltle)が

必要である｡略題名は原稿に加えず､別紙に記

入して提出する｡

8 投稿論文の審査

適時､レフリーによる校閲を行ない､採否や再

投稿請求は編集委員会で決定する｡

総説､および編集委員会が認める特殊な報告書

の場合を除き､既に発表されている論文の版権

を侵害するような原稿は採用されない｡

9 原稿の校正

掲載決定原稿は､ゲラ刷りの段階で著者の校正

を依頼する｡校正は最低限の修正に留める｡



10投稿料

原則として投稿は無料であるが､カラー印刷を

含むものについての著者経費負担の有無および

負担額は編集委員会で決定する｡投稿原稿の体

裁が規定にあわず､編集段階で修正に経費が生

じた場合は著者が実費を負担するものとする｡

11別刷

掲載された総説および原著 (短報を含む)は別
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刷り50部が著者に無料贈呈される｡50部を超

えて希望された別刷部数については実費を徴

する｡

12 版権等

掲載論文の内容についての責任は著者が負 う

ものとする｡その著作権は著者に属するが､出

版権は神奈川大学総合理学研究所に属する｡
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